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広報のと№ 107

2014.1.1

「広報のと」1 月号の印刷費は一部当たり 27 円です。

P L U S

日本海の恵み「のと寒ぶり」
県漁協能都支所にずらり並ぶ見事なブリ。
1 月 19 日には冬の味覚満載の「のと寒ぶ
りまつり」も開催されます。

旅
日
記
①　

先
祖
・
吉
彦
に
会
い
た
く
て

「
千
尋
の
浜
草
」
は
、
酒
垂
神
社
十
二
代
宮
司
で

あ
っ
た
加
藤
吉
彦
（
か
と
う
え
ひ
こ
、
よ
し

ひ
こ
と
も
読
む
）
が
寛
政
年
間
、
伊
勢
松
坂
の
本
居
宣
長

の
鈴
屋
入
門
を
目
的
と
し
た
道
中
を
記
し
た
も
の
で
、
和

歌
も
添
え
た
旅
日
記
で
す
。（
能
登
町
指
定
文
化
財
）

加
藤
吉
彦
が
、
国
学
の
大
家
本
居
宣
長
の
鈴
屋
に
入

門
し
た
の
は
「
寛
政
九
年
（
１
７
９
７
）
丁
巳
」

の
こ
と
。
か
つ
て
宇
出
津
を
訪
れ
た
伊
勢
の
御
師
北
御
門

益
孝
の
導
き
に
よ
り
、
向
学
心
に
溢
れ
る
吉
彦
が
伊
勢
松

坂
の
宣
長
の
門
を
た
た
い
た
。
宣
長
68
、
吉
彦
36
の
歳
で

し
た
。
吉
彦
は
12
歳
の
時
に
父
（
加
藤
輝
彦
）
を
亡
く
し

て
い
て
、
母
の
手
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
22
歳
で
当
社
の

神
職
の
相
続
、
従
五
位
下
叙
任
（
上
野
介
）
を
は
た
し
神

社
の
祭
祀
を
司
る
一
方
で
、
既
に
宣
長
と
の
出
会
い
の
以

前
（
25
歳
く
ら
い
）
か
ら
、
著
作
や
写
本
を
は
じ
め
て
い

ま
す
。
極
め
て
高
い
向
学
心
と
泉
の
ご
と
く
溢
れ
る
ば
か

り
の
意
欲
を
備
え
た
人
物
像
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
鈴
屋

入
門
を
目
的
と
し
た
吉
彦
の
旅
日
程
は
、
5
月
8
日
か
ら

21
日
に
わ
た
る
松
坂
ま
で
の
2
週
間
の
道
行
と
、
宣
長
に

対
面
す
る
6
月
2
日
ま
で
の
12
日
間
、
そ
し
て
帰
郷
ま
で

の
70
余
日
間
、
伊
勢
松
阪
や
山
田
で
の
生
活
や
風
景
を
吉

彦
自
身
の
手
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇

　

酒
垂
神
社
宮
司
の
加
藤
三
千
雄
さ
ん
が
、
９
代
前
の
ご

先
祖
、
加
藤
吉
彦
の
足
跡
を
実
際
に
た
ど
り
ま
す
。
江
戸

時
代
の
能
登
の
文
化
人
の
活
動
を
知
る
と
と
も
に
、
意
外

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
満
載
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【写真左】加藤家の霊舎（先祖の霊位などをまつ

る場所）にある位
い は い

牌。本居宣長の遺言書にある

とおりの文字が記載されている。

【写真上】「千尋の浜草」表紙（町指定文化財・

民俗資料館蔵）

【写真下】現在の酒垂神社（宇出津）

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌


